
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回摂食・嚥下リハビリテーション研修会のご案内 

日時 平成 23年 5月 14 日（土） 

内容 13:00～  受付開始 

13:30～15:00 第 1部 実技演習（食事介助方法を中心に） 

15：30～  第 2部 講演＋実技演習 「嚥下性肺炎と口腔ケア」（仮） 

講師 福島中央市民医療生活協同組合 上松川診療所 

歯科医師 原純一 

歯科衛生士 吉野ひろみ 

場所 出羽庄内国際村 山形県鶴岡市伊勢原町 8-32 Tel 0235-25-3600 

参加費 第 1部＋第 2部 1000 円（定員 100 名程度 事前申し込み必要） 

 第 2 部のみ  500 円（定員 300 名程度 事前申し込み丌要） 

※第 1部+第 2 部の申し込みは平成 23年 4月 22 日必着とさせていただきます。 

※第 2部は参加人数が多い場合は立ち見になることがありますのでご了承ください。 

※第 2部に参加される方は、当日歯ブラシ・手鏡・タオルをお持ちください。 

応募方法  FAX で同封の申込書にて、下記事務局までお申し込みください。 

問い合わせ 鶴岡協立リハビリテーション病院内 ST 室   Tel 0235-78-7511 FAX 0235-78-7515 

ホームページ http://www.turuoka-kyoritu-hp.or.jp/rehabilitation/ 

鶴岡協立リハビリテーション病院 

リハビリテーション科科長 

医師 福村直毅 

 東日本大震災で被災された方々にお見舞い申し上げます。一刻も早い復興に微

力を尽くす所存です。 

平成20年度の死亡統計で肺炎が脳卒中を抜いて男性死因の第3位になりまし

た。肺炎死亡数は年々増加しています。高齢者は肺炎になりやすいことが知られて

いますが原因の多くは嚥下障害なのです。同じ平成20年度、窒息による死亡は交

通事故死を抜き丌慮の事故で最多となり年間1万件に迫りました。窒息もまた嚥下

障害が引き起こす事故です。 

 嚥下障害の対策を怠ると肺炎や窒息で命を落とす可能性がグッと高まります。し

たがって高齢者のケアを行うあらゆる場面で肺炎・窒息対策を講じることが求めら

れています。肺炎球菌ワクチンの肺炎予防効果は限定的であることがわかってき

ています。ワクチンや抗生剤ではなく、嚥下機能の理解と対策が必要です。 

施設や病院、在宅での肺炎や窒息が訴えられるケースが増えています。利用者

や患者の安全を守ると同時に職員の安全を守るためには、嚥下障害により生じるか

もしれない事故を予測し、対策を明確化しておかねばなりません。 

 嚥下障害実技講習会は今回で5回目になります。実技では嚥下障害を持たれた

方々の食事を援助する技術を習得できるプログラムを準備しています。講演では

福島市で嚥下障害専門の往診クリニックでご活躍されている原純一歯科医師と吉

野ひろみ歯科衛生士をお招きし、丌顕性誤嚥による肺炎の原因である口腔汚染を

コントロールする知識と手技をご講義いただきます。 

医療福祉分野でご活躍されている皆様が積極的にご参加いただけることを切に

願います。 

ご挨拶 

鶴岡協立リハビリテーション病院 摂食・嚥下リハビリテーション研修会事務局 

 



鶴岡協立リハビリテーション病院 摂食・嚥下研修会事務局 行 

摂食・嚥下リハビリテーション研修会申込用紙 

※お手数ですが下記項目へ必要事項をご記入いただきFAXにてお申し込みください。     

FAX 0235-78-7515 

 

病院・施設名  

電話番号  

 

 参加者名 職種 

代表者名   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

申し込み締め切り 2011 年 4 月 22 日 

定員になりしだい、参加申し込み受付を締め切らせていただきます。予めご了承ください。 

電話受付はしておりません。 

この用紙は庄内医療生活協同組合 鶴岡協立リハビリテーション病院のホームページにてダウンロードでき

ます。 

ホームページ  http://www.turuoka-kyoritu-hp.or.jp/rehabilitation/ 

お問い合わせ先 鶴岡協立リハビリテーション病院 ST 室  ０２３５－７８－７５１１ 

 

※口腔ケアに対する質問などご記入ください。 

 

 


